
o
　
　
脳

第
ご
巻
　
　
紹
介
　
　
圃

書

の
古
丈
明
等
の
丈
あ
り
。
第
五
篇
に
に
「
支
那
及
朝
鮮
古
代
の
前
衛
ε
佛
配
し

謝
」
・
し
で
、
支
那
脂
玉
”
朝
、
一
読
麿
の
美
徳
仰
蒲
際
、
摩
巌
…
像
の
涯
旭
建
“
並
び
に
呉
越
一
土
峨
蚊

骸
造
金
砂
塔
の
考
羅
等
を
膨
め
．
第
六
篇
以
下
は
圭
こ
し
て
日
本
に
關
ず
る

も
の
に
し
で
「
飛
鳥
皆
無
時
代
の
上
製
ド
佛
教
あ
篇
の
申
に
は
、
六
朝
三
韓

の
佛
教
丈
化
を
説
さ
、
飛
州
奈
艮
雨
期
沸
敬
の
系
統
及
美
術
の
論
あ
り
。
叉

鋤
黒
眼
に
於
け
る
密
教
、
秘
響
儀
軌
の
駕
來
。
法
隆
寺
壁
講
の
四
方
佛
の
考

鐙
、
十
一
面
、
蛍
手
轟
音
鯵
の
尊
信
等
の
記
事
を
有
ゼ
リ
。
第
七
篇
は
長
谷
秀

．
藏
千
行
多
賢
塔
鋼
版
の
旧
識
に
ご
て
徳
年
喜
田
博
士
・
こ
論
箏
を
慰
き
熾
し
れ

、
る
も
の
、
典
他
榊
膿
山
浄
土
繕
鱗
考
を
附
冠
り
。
第
八
篇
は
東
大
騨
・
研
究
に
・
し
失

聾
ハ
の
輩
・
創
躍
醍
都
立
口
濁
請
訓
士
ご
繋
岬
鍛
郎
あ
り
・
し
も
の
な
り
9
第
九
伽
煽
陣
μ
「
李
幽
女
藤

原
臨
代
以
後
の
美
術
ご
佛
整
第
＋
篇
黛
監
吏
浄
土
敏
美
徳
小
臣
」
に
し
て

晶
二
者
に
「
は
入
｛
二
八
串
家
の
轄
鞘
崇
秘
密
職
一
膳
い
，
囲
…
仁
聾
ぬ
ホ
玉
戸
請
…
灘
小
の
胎
還
魂
晶
諌
余
羅

の
研
究
ち
善
財
童
．
ナ
倫
欝
孜
，
後
者
に
て
は
奈
古
覇
以
前
の
浄
土
攣
相
．
源

信
解
毒
以
後
の
浄
土
敬
ミ
美
術
等
の
有
盆
な
る
文
字
め
り
。
締
製
鋼
諸
毬
の

霊
像
を
精
尊
し
れ
の
・
。
（
証
書
砥
究
薬
殺
行
、
債
五
、
O
Q
）
罎
爾
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
な
　
　
あ
　
や
　
　
ゐ
　
　
へ
　
　
や
　
む

　
　
　
　
⑬
興
ば
の
偉
人
寒
鮒
白
石
　
　
　
女
學
博
士
　
上
聞
萬
年
著

湯
島
天
帥
祠
の
香
刀
三
下
に
移
弔
し
て
梅
樹
を
樒
ゑ
、
菅
公
に
私
淑
す
る
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
ぬ
　
　
ち
　
お
　
　
み
　
　
ぬ
　
　
　
　
あ
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
や
う

あ
り
し
白
蒋
の
塁
砦
に
し
て
「
青
年
時
代
の
苦
騰
落
池
中
の
蚊
龍
」
の
二
章
F

於
て
に
、
明
暦
三
年
二
月
十
三
醐
辰
の
刻
、
十
…
野
晒
郡
少
輔
測
藏
の
醒
邸
F
生

策
嚇
噸
號

嚇
山
ハ
（
）
　
　
（
窒
…
．
四
ゐ
ハ
）

れ
六
る
臼
溺
が
。
蜘
何
に
寒
顔
，
離
先
の
盤
化
を
受
り
し
か
よ
り
説
春
越
・
し
、

元
諜
六
年
冬
、
偶
然
齢
も
甲
府
宰
相
徳
川
綱
豊
に
仕
ふ
る
に
．
至
り
し
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
お
　
ち
　
ぬ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
マ

締…

Q｝

�
q
べ
「
梅
訊
窪
く
天
冊
磁
壁
鳳
り
章
・
に
■
於
て
甲
府
仙
浴
出
仕
の
事
情
よ
一
り
六
代
」

將
軍
家
憲
就
職
に
棄
る
ま
で
を
叙
〔
、
藩
翰
譜
ご
本
朝
武
戸
倉
ミ
の
關
係
に

就
て
は
國
語
に
て
書
か
れ
六
る
福
者
ぱ
、
漢
丈
を
以
て
書
か
れ
れ
る
後
巻
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ま
　
ぬ
　
あ
　
な
　
ヤ
　
も

改
鼠
な
り
電
の
誠
に
安
慰
な
る
批
評
な
ら
す
ご
落
し
，
【
、
濃
楽
微
査
の
よ
経

に
於
て
、
禮
丈
國
の
建
設
を
志
覚
る
白
石
の
理
想
及
其
上
絡
を
津
し
て
國
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
へ
　
も
　
　
も
　
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
へ

復
號
論
に
劉
ず
ろ
林
家
蓬
の
辮
難
匹
及
び
「
口
爵
の
國
源
大
疑
し
ド
於
て
は
主

ぐ
」
・
し
て
朝
鮮
二
毛
蘇
羅
使
來
朝
の
ふ
畢
を
蓮
べ
、
｛
鉱
石
δ
欝
欝
に
…
躍
・
し
て
疑
μ
を
白
層

が
瑚
何
に
職
漢
の
書
を
緊
げ
、
賀
萬
の
、
智
を
費
し
て
縦
横
に
論
歯
す
る
、
こ
も

震
臣
の
分
、
明
か
怠
る
我
國
に
於
て
に
、
二
王
の
総
は
絶
劉
ド
瀞
聖
ド
し
て
之

を
幕
府
に
附
興
ぜ
ん
ご
厄
し
は
麟
越
、
・
」
醤
ふ
べ
く
、
明
か
に
重
り
失
政
塚
り

　
　
　
　
を
　
も
　
ぬ
　
ち
も
　
う

ミ
難
し
「
四
面
彊
歌
の
聾
」
ぽ
白
贋
の
運
命
傾
き
平
め
し
こ
、
・
ま
り
愁
僧
塞
り

し
被
の
政
溶
蟹
涯
案
路
を
語
り
｛
齢
畿
秘
燈
「
総
み
饗
辱
の
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
き
　
　
ネ
　
　
や
　
セ

章
以
後
に
於
て
は
闘
…
居
以
來
の
蔚
蓮
を
緊
げ
、
最
後
り
ご
章
「
千
駄
ケ
谷
の

も
　
　
カ
　
　
　
　
　
な
　
　
へ
　
　
ゑ
　
　
ち
　
せ
　
　
ち

月
影
地
人
卜
し
七
里
楼
』
ほ
，
一
世
り
大
政
治
家
の
晩
年
の
弧
萄
ミ
悲
現
、
こ
を

描
き
イ
轟
謙
・
を
寒
く
〇
三
豊
紐
…
鹸
頁
の
三
五
厭
に
し
て
随
胱
に
数
渠
の
脚
紬
爽
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ぬ
　
ヤ
　
う

挿
む
。
全
編
や
癒
俗
的
に
書
か
れ
穴
る
が
、
孔
頴
溝
を
「
、
・
、
う
．
瞬
い
六
つ
」
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
も

・
し
（
；
㎜
三
翼
）
職
．
原
抄
饗
し
養
げ
ん
《
う
．
萄
三
遍
を
「
ゑ
ん
だ
い
ぐ
．
こ
）



7

，

プ
七
七
頁
）
亡
し
曲
る
等
の
傍
訓
は
脚
か
爲
障
り
な
擁
。
（
慶
文
叢
獲
行
、
頂

一．

�
Z
）
〔
中
村
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
半
半
O
e
『
謝
、
㊦
”
●
　
　
ン
℃
9
随
植
苗
一
盛
ヨ
o
q
亀
賓
剛
）
葺

　
　
　
　
　
　
　
（
｛
宍
．
一
】
薦
二
拓
ソ
【
o
藻
め
鴨
p
同
○
。
ひ
¶
i
ぢ
騰
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
‘
9
鼠
9
副
．
6
乙

　
取
書
は
嘗
て
慶
機
義
塾
大
力
の
政
漕
學
の
敏
授
織
り
し
マ
ソ
ク
？
ラ
：
レ

ン
氏
の
著
ほ
ず
、
｝
・
う
に
し
て
、
慶
癒
．
二
年
よ
り
明
帯
凶
十
連
年
に
至
る
間

を
生
こ
し
、
我
圃
政
治
の
製
遮
を
逃
べ
、
政
外
の
事
撞
ご
政
懲
の
総
長
を
明
ら

か
に
ぜ
ん
、
こ
試
み
れ
る
も
の
な
り
。
蓋
・
し
著
者
に
日
本
が
H
露
戦
後
の
三
韓

の
経
管
，
歌
洲
大
載
臨
に
際
・
し
協
瞬
捌
加
盟
ご
青
島
の
攻
略
、
溢
ぴ
に
其
後

引
績
き
行
は
れ
・
し
不
可
思
議
な
み
劉
支
交
渉
等
に
於
て
欧
米
外
交
界
の
疑
惑

を
買
ふ
こ
ε
多
き
を
見
、
此
露
に
本
書
を
著
ほ
・
し
て
我
國
内
の
事
情
、
殊
に
元

老
、
軍
人
政
治
家
の
駿
魁
及
び
其
外
交
力
針
、
並
び
に
國
民
的
野
必
の
賠
來
を

叙
し
以
て
H
本
の
政
治
ご
政
策
ぐ
」
の
意
味
を
　
止
し
く
塀
漸
糊
す
る
の
料
に
資
妊

を
こ
れ
る
も
の
敵
し
て
、
近
時
日
本
が
其
四
治
外
交
共
に
鬼
窟
見
の
行
動

多
き
を
加
ふ
を
憂
び
て
、
日
本
國
民
に
忠
告
す
る
こ
こ
ろ
あ
ら
ん
ミ
す
ろ
こ

同
時
に
、
其
救
治
策
は
ロ
バ
懸
っ
て
偏
挾
な
る
愛
子
心
を
抑
制
す
う
に
あ
り
ぐ
」

す
る
著
着
の
三
論
を
吐
露
る
れ
る
芒
こ
ろ
本
嘗
記
遽
の
主
眼
れ
る
如
・
し
。

奮
第
編
熱
演
讐
こ
、
第
二
編
轟
飢
顕
露
讐
す
・
茎

編
に
於
て
に
、
其
初
め
に
明
治
町
頭
の
由
來
を
叙
し
，
王
政
復
古
り
大
業
は
二

第
ご
総
　
紹
介
　
躍

：tt

H

個
の
異
れ
る
患
想
に
よ
り
て
導
か
れ
來
り
し
も
の
じ
し
て
、
一
は
保
守
派
の

醜
古
忠
想
．
一
は
渦
激
派
の
維
新
思
想
な
り
・
し
が
、
時
局
の
獲
展
に
つ
れ
て

保
守
瀬
の
患
想
ぼ
敗
れ
、
三
干
萬
の
踏
篭
を
有
す
る
十
九
世
紀
巾
葉
の
赴
魯

ミ
政
治
ご
を
、
第
七
世
量
り
小
都
族
的
政
治
に
滑
元
解
し
む
ろ
の
不
可
能
な

ち
こ
ご
脚
知
ぜ
ら
ろ
・
に
至
り
、
渦
激
滋
の
改
革
綴
想
は
國
艮
を
支
配
し
爲

め
に
舞
激
な
る
墾
化
を
生
ぜ
り
、
・
」
・
し
、
又
維
新
以
前
の
武
家
政
治
の
性
箕
を

了
解
す
る
阻
め
に
特
に
親
切
な
る
歴
史
呵
叙
蓮
を
な
し
、
天
皇
、
・
」
征
夷
將
、
軍

ミ
の
…
闘
係
の
起
原
を
葬
れ
、
大
化
改
黙
時
代
の
瀧
曾
刷
掃
態
赫
を
論
・
し
、
鎌
倉

室
町
、
江
戸
撒
府
の
倭
朝
延
齢
係
を
詳
匙
・
し
、
欧
入
渡
來
後
の
噂
代
の
記
事
に

は
黙
八
の
天
皇
簸
軍
に
離
す
る
競
察
亡
霊
引
用
し
て
此
の
皆
殊
な
ろ
甥
幕
の

闘
係
の
了
解
を
容
易
な
ら
し
む
ろ
こ
ε
に
努
め
，
而
し
て
討
幕
に
於
け
ろ
薩

長
藩
の
功
勢
よ
り
元
老
並
に
軍
入
政
治
家
の
獲
盈
事
情
を
明
ら
か
に
苞
り
。

　
第
ご
編
議
會
摂
氏
時
代
は
明
治
二
十
三
年
の
講
會
開
設
よ
り
大
鋸
二
年
に

至
る
ま
で
の
内
閣
．
議
會
、
政
撚
の
事
情
を
誕
ぜ
う
も
の
な
り
。
其
中
に
は
巳

に
明
治
十
八
年
の
天
津
條
約
が
國
民
よ
り
外
交
鞍
の
石
心
を
受
け
，
醐
民
的

野
心
を
繭
尼
サ
し
め
ざ
り
し
こ
．
・
」
よ
り
日
清
戦
馬
の
山
号
、
軍
國
‡
．
義
，
軍

閥
政
治
り
勃
興
、
日
露
職
争
に
於
け
る
製
本
の
武
石
を
説
き
、
遅
引
亜
細
亜

大
陸
に
於
け
る
日
本
の
経
螢
を
乏
し
、
日
本
の
野
心
ρ
？
「
増
大
熾
烈
．
こ
な
れ

る
重
過
を
明
ら
か
に
し
、
明
治
末
卑
及
麟
本
の
政
治
組
織
の
章
に
於
て
元
老

ミ
軍
閥
£
の
嗣
係
及
之
れ
ご
民
主
的
思
潮
こ
の
清
長
ご
を
訊
き
、
歯
入
殻
治

第
二
號

一
山
ハ
一
　
（
三
四
七
V


